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北
海
道
大
学
所
蔵
の
学
術
標
本
i

l
特
に
昆
虫
標
本
に
つ
い
て
l

l

諏

訪

正

明

学
謝
標
本
の
概
要

一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
、
ク
ラ

i
ク
(
ヨ
ロ

FSω
・
己
主
)
は
ホ
イ
l
ラ
l

京
芸
即
日
目
。
者
)
の
二
人
の
教
え
子
を
伴
い
、
札
幌
の
地
に
着
任
し
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
の
現
職
の
学
長
の
身
で
あ
り
な

が
ら
開
拓
使
の
求
め
に
応
じ
た
彼
は
、
単
に
北
海
道
開
拓
に
資
す
る
人
材
を
養
成
す
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
と
し

て
の
使
命
感
に
誼
れ
た
全
人
教
育
を
実
践
し
た
。
そ
の
成
果
は
ク
ラ
l
ク
精
神
あ
る
い
は
農
学
校
精
神
と
し
て
一
期
生
の
佐
藤
昌
介
や

大
島
正
健
等
を
介
し
て
二
期
生
の
宮
部
金
吾
、
新
渡
一
戸
稲
造
、
内
村
鑑
三
等
に
受
け
継
が
れ
た
。
世
界
的
視
点
に
立
っ
た
教
育
を
受
け

た
建
学
当
初
の
卒
業
生
た
ち
は
農
学
は
も
と
よ
り
、
人
文
・
自
然
科
学
の
さ
ま
、
ざ
ま
な
分
野
で
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
っ
た
。
「
太
平
洋
の

橋
と
な
ら
ん
」
の
気
概
は
そ
の
後
も
継
承
さ
れ
、
常
に
活
躍
の
場
を
世
界
に
求
め
る
「
国
際
性
」
は
本
学
の
伝
統
と
な
っ
て
い
る
。

大
学
・
研
究
機
関
に
は
、
そ
の
歴
史
と
地
域
性
と
に
よ
っ
て
独
自
の
学
術
標
本
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
札
幌
農
学
校
と
し
て
開
校
以

(ま
5
5
ぞ
宮
何
日
開
門
)
と
ベ
ン
ハ
ロ
ー

(
ロ
恒
三
仏
市
・
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来
吾
二
十
余
年
の
歴
史
を
有
す
る
本
学
に
も
数
々
の
特
徴
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
標
本
数
は
四
O
O
万
点
を
超
え

て
い
る
。
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
開
拓
者
精
神
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
ア
ジ
ア
各
地
に
フ
ィ

i
ル
ド
を
求
め
た
先
達
が
多
く
、
近
年
は

302 

こ
れ
ら
の
地
域
に
加
え
、

編

ロ
シ
ア
沿
海
州
か
ら
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
南
北
の
極
域
等
、
世
界
各
地
に
研
究
対
象
地
域
が
拡
大
し
て
い
る
。

収
集
蓄
積
さ
れ
た
標
本
は
、
北
方
考
吉
学
資
料
、
北
方
民
族
資
料
、
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
や
ニ
ホ
ン
リ
ュ
ウ
な
ど
の
大
型
動
物
化
石
、
松

村
松
年
ら
の
見
虫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
鳥
類
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
絶
滅
種
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
を
含
む
北
方
域
産
脊
椎
動
物
標
本
、

宮
部
金
吾
ら
の
植
物
・
菌
額
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
岡
村
金
太
郎
ら
の
藻
類
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
水
産
学
部
魚
類
諜
本
、
市
川
原
一
の
ウ
サ
ギ

文
ヨ近、
iills 

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
な
ど
の
寄
生
虫
標
本
、
医
学
関
連
病
理
解
剖
学
標
本
、
ラ
イ
マ
ン
鉱
物
標
本
、
原
田
準
平
ら
の
特
殊

鉱
物
標
本
、
札
幌
農
学
校
創
設
期
の
輪
入
農
機
具
、
蝋
管
言
語
資
料
、
構
内
出
土
の
埋
蔵
文
化
財
な
ど
人
文
・
自
然
科
学
の
多
分
野
に

亘
る
膨
大
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
宮
本
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
の
繁
明
期
に
大
き
く
貢
献
し
、
現
在
も
頻
繁
に
利
用

人
工
癌
標
本
、

さ
れ
て
い
る
。
生
物
関
係
で
は
タ
イ
プ
標
本
(
新
種
記
載
の
根
拠
と
な
っ
た
標
本
)
も
一
万
点
を
超
え
る
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
「
北
大
時
報
」
一
一
一
九
0
1
一
二
九
九
(
一
九
八
六
年
九
月
1
八
七
年
六
月
)
に
「
学
術
標
本
シ
リ
ー
ズ
」

と
し
て
解
説
と
関
連
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

の
キ
ャ
ン
パ
ス
も
ミ
ュ

i
ジ
ア
ム
で
あ
る
」
と
の
捉
え
方
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
時
代
と
と
も
に
大

き
く
変
遷
し
て
き
た
が
、
そ
こ
に
は
重
要
文
化
財
「
札
幌
農
学
校
第
二
農
場
(
通
称
モ
デ
ル
パ

l
ン
)
」
(
二

O
O
一
年
十
月
北
海
道
遺

産
に
選
定
)
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
、
遺
跡
鹿
菌
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
碑
・
像
、
そ
し
て
植
栽
あ
る
い
は
自
然
の
栃
木
景
観
が
あ
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
た
り
も
す
る
。
「
札
幌
農
学
校
の
建
築
い
に
つ
い
て
は
「
北
大
百
年
史
」
通
説
(
ぎ
ょ
う
せ
い
、

九
八
二
)
。
岩
沢
健
蔵
「
北
大
歴
史
散
歩
」
(
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、

九
八
二
年
)
に
詳
述
さ
れ
て
い
る

(
越
野
武

一
九
八
六

年
)
は
好
個
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。
吋
北
大
時
報
」
一
二
九
回
(
一
九
八
七
年
一
月
)
に
「
学
内
の

(
附
一
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
内
位
置
園
と
が
あ
る
。
本
学
広
報
誌
「
季
刊
リ
テ
ラ
・
ポ
プ
リ

と

の

覧

(
一
九
九
九
年
1
)
に
連
載
の
「
シ
リ
!



ズ
北
大
も
の
が
た
り
」
で
は
、
人
物
・
事
跡
が
学
内
外
の
取
材
を
も
と
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

本
学
に
は
書
画
、
彫
刻
な
ど
の
美
術
品
も
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
各
部
局
・
施
設
の
空
間
を
格
調
高
く
演
出
し
て
い
る
。
ク
ラ
i

ク
や
歴
代
学
長
・
総
長
等
の
肖
像
画
、
教
官
の
描
い
た
学
内
の
風
景
一
一
郎
な
ど
も
あ
り
、
本
学
の
歴
史
を
語
り
、
文
化
を
語
り
か
け
て
い

る
。
「
北
大
時
報
」
二
一
七
七

1
閉
O
二
(
一
九
八
五
年
八
月
1
八
七
年
九
月
)
に
は
「
シ
リ
ー
ズ
学
内
の
美
術
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
学
に
は
保
存
・
保
全
す
べ
き
多
種
多
様
な
事
物
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
研
究
室
に
眠
っ
て
い
る
未
整
理
資
料
も
多
い

と
推
測
さ
れ
る
。学

術
標
本
の
意
義

絶
滅
種
や
絶
滅
危
倶
種
の
標
本
、
偶
発
的
発
見
に
よ
る
考
古
資
料
や
化
石
標
本
、
産
地
の
破
壊
や
変
化
に
よ
り
再
収
集
の
不
可
能
あ

る
い
は
閤
難
な
標
本
な
ど
は
、
そ
の
希
少
牲
が
既
存
標
本
の
保
存
価
値
を
高
め
る
。
希
少
性
に
乏
し
い
標
十
俗
で
あ
っ
て
も
、
時
空
間
的

に
連
続
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
環
境
指
標
と
も
な
り
、
保
存
価
値
は
高
い
。
研
究
対
象
と
な
る
標
本
は
多
様
か
っ
多
量
で
あ
る
ほ
ど
豊

富
な
情
報
が
期
待
さ
れ
、
説
得
力
の
あ
る
比
較
考
察
が
可
能
と
な
る
。

研
究
さ
れ
た
標
本
は
そ
の
研
究
結
来
の
検
証
の
た
め
に
も
保
存
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
解
析
手
法
の
進
展
に
よ
り
、
常
に
新
た
な

情
報
源
と
も
な
り
う
る
。
新
た
な
視
点
で
の
研
究
を
保
証
す
る
た
め
に
も
保
存
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
多
く
の
研
究
者
の
日
を
通
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
抽
出
さ
れ
る
靖
報
は
ま
す
ま
す
豊
富
に
な
り
、
付
加
儲
値
が
高
ま
る
。
様
々
な
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
た
標
本
は
、
そ
の

研
究
成
果
を
も
踏
ま
え
た
さ
ら
に
高
次
の
解
析
を
可
能
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

標
本
は
ま
た
、
写
真
や
言
葉
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
産
接
的
な
説
得
力
を
持
っ
て
お
り
、
教
育
的
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
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で
き
る
。
展
示
や
授
業
を
よ
り
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
体
系
的
な
標
本
の
収
集
蓄
積
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
学
術
標
本
を
収
集
保
存
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
こ
れ
を
教
育
・
研
究
に
役
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
を
保
証
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
伝
統
あ
る
機
関
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
膨
大
な
標
本
を
前
に
し
て
、
そ
の
安
全

な
管
理
対
策
も
立
て
ら
れ
ず
途
方
に
暮
れ
、
頻
繁
な
利
用
依
頼
と
自
ら
の
研
究
時
間
の
確
保
と
の
狭
間
で
苦
悩
す
る
こ
と
と
な
る
。
誇

る
べ
き
貴
重
な
標
本
が
足
か
せ
と
な
る
。
一
九
九
九
年
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
べ
く
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
は
設
置
さ
れ
た
。

考
古
、
化
石
、
鉱
物
、
高
等
横
物
、
海
藻
、
魚
類
、
昆
虫
の
専
門
家
が
一
名
ず
つ
配
置
さ
れ
、
学
術
標
本
の
前
途
に
よ
う
や
く
曙
光
が

見
え
て
き
た
。
総
合
博
物
館
教
官
と
関
連
部
局
の
教
官
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
学
術
標
本
検
討
専
門
委
員
会
に
お
い
て
一
一
冗
的
管
理
と

利
活
用
の
促
進
に
向
け
た
実
態
調
査
が
現
在
行
わ
れ
て
い
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
筆
者
の
導
円
で
あ
る
昆
虫
学
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

草
創
期
の
日
本
昆
虫
学

(
一
)
暁
治
以
前

江
戸
時
代
の
見
虫
学
は
農
学
者
に
よ
る
害
虫
防
除
法
、
あ
る
い
は
本
草
学
者
に
よ
る
虫
譜
に
代
表
さ
れ
る
。
農
舎
で
あ
る
大
蔵
永
常

「
除
蛙
録
』
(
一
八
二
六
年
)
は
広
く
流
布
し
た
指
南
番
で
、
鯨
油
に
よ
る
稲
作
窓
口
市
出
の
注
油
駆
除
法
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
栗
本
丹

州
吋
千
虫
譜
』
(
一
八
一
一
年
)
や
吉
田
雀
巣
庵
「
雀
巣
庵
虫
譜
』
(
一
八
五
九
年
以
前
)
に
は
当
時
「
虫
」
の
範
轄
に
あ
っ
た
両
生
類

や
腿
虫
類
な
ど
も
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
大
半
は
昆
虫
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
正
確
な
写
生
図
で
、
観
察
に
基
づ
い
た
生
態
国
も
描
か
れ

て
い
る
。
し
か
し
分
類
学
的
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
そ
の
こ
ろ
植
物
学
分
野
で
は
宇
田
川
格
謡
、
伊
藤
圭
介
、
飯
沼
慾

縦 304論文



斎
等
に
よ
っ
て
リ
ン
ネ
の
分
類
体
系
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
比
較
し
て
大
き
く
立
ち
後
れ
て
い
た
と
一
一
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

生
物
学
の
一
分
野
と
し
て
の
昆
虫
学
が
日
本
に
お
い
て
誕
生
す
る
に
は
明
治
期
の
西
欧
科
学
の
本
格
的
導
入
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た。
(
ニ
)
明
治
初
期

富
盟
強
兵
策
の
下
、
殖
産
興
業
を
急
ぐ
明
治
政
府
は
農
業
振
興
の
た
め
内
藤
新
宿
試
験
場
、
三
田
育
種
場
、
蚕
病
試
験
場
、
福
隅
県

勧
業
試
験
場
な
ど
多
く
の
農
業
関
係
機
関
を
開
設
し
、
害
虫
調
査
や
紡
除
試
験
を
実
施
し
た
。
日
本
の
昆
虫
学
は
応
用
昆
虫
学
と
し
て

出
発
し
た
と
言
え
よ
う
。

「
虫
譜
」
に
代
表
さ
れ
る
知
的
好
奇
心
の
伝
統
は
明
治
に
な
っ
て
も
衰
え
る
こ
と
な
く
、

博
物
局
で
活
躍
し
た
田
中
芳
男
等
に
引
き
継
が
れ
た
。
当
時
来
日
し
た
欧
米
人
の
中
に
は
。
フ
ラ
イ
ア
i
宙開

HSM-
∞-Hdq)
、
ル
ー

ミ
ス
(
出

g
q
戸
。
。
廷
出
)
、
ル
イ
ス

5
0
2
m
m
Zぎ
と
な
ど
の
日
比
虫
研
究
者
が
お
り
、
そ
の
知
識
・
技
術
は
日
本
人
間
好
者
に
多
大
の

影
響
を
与
え
た
。
プ
ラ
イ
ア
i
が
日
本
で
出
版
し
た
吋
日
本
蝶
類
圏
譜
』
(
一
八
八
六
1
八
九
年
)
(
英
文
、
邦
訳
付
き
)
は
大
い
に
利

用
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
育
っ
た
日
本
人
昆
虫
学
者
に
名
和
靖
が
い
る
。
一
八
八
二
年
岐
阜
県
農
学
校
を
卒
業
後
、
岐
阜

県
尋
常
師
範
学
校
等
で
教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
昆
虫
採
集
と
研
究
に
努
め
、
一
八
九
六
年
に
名
和
見
虫
研
究
所
を
設
立
し
た
。
翌
年
に

は
雑
誌
吋
昆
虫
世
界
」
を
創
刊
し
昆
虫
学
の
啓
蒙
に
貢
献
し
た
。

一
八
七
六
年
札
幌
農
学
校
が
、
一
八
七
七
年
東
京
大
学
が
相
次
い
で
開
校
さ
れ
、
動
物
学
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
学
生
の

中
に
昆
虫
学
に
強
い
興
味
を
一
不
す
者
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
札
幌
農
学
校
で
は
二
期
生
の
足
立
元
太
郎
や
四
期
生
の
渡
瀬
症
一
一
一
郎

が
い
る
が
、
日
比
虫
学
の
専
門
家
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
東
大
で
は
一
期
生
の
佐
々
木
忠
治
郎
が
「
日
本
農
作
物
害
虫
篇
」
(

年
)
を
著
す
な
ど
農
業
昆
虫
学
者
と
し
て
大
き
く
貢
献
す
る
よ
う
に
な
る
。

}¥ 

七

(
明
治
問
)
年
開
設
の
文
部
省

}¥ 

九
九
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四

本
学
に
お
け
る
昆
虫
学

306 編文

(
一
)
札
幌
農
学
校
初
期

ク
ラ
l
ク
が
編
纂
し
た
札
暁
農
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
三
年
第
一
期
に
N
S
H
O
堕
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る

)
。
開
校
初
期
の
動
物
学
は
カ
ッ
タ
ー
(
古
宮
内

-
n
5
5・
一
居
期
間
一
八
七
八
年
七
月
1
八
七
年

日市

(
「
北
大
百
年
史
』

通
説
、

月
)
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
見
虫
に
つ
い
て
も
講
じ
ら
れ
た
。

一
期
生
大
島
正
鍵
は
そ
の
著
書

一
フ
!
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
」
(
補
訂
増
補
版
再
刊

二
期
生
足
立
元
太
郎
に
つ
い
て
「
動
物
学
で
最
も
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
昆
虫
学
が
好
き

で
、
卒
業
後
は
養
蚕
に
一
身
を
捧
げ
」
と
述
べ
て
い
る
。
足
立
は
一
八
八
一
年
札
幌
農
学
校
を
卒
業
す
る
と
開
拓
使
御
用
掛
物
産
局
博

物
課
に
配
属
と
な
り
、
一
八
八
二
年
間
拓
使
廃
止
後
は
農
商
務
省
に
所
属
、
一
八
八
六
年
北
海
道
庁
設
置
後
は
同
庁
技
手
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
一
八
八
六
年
八
月
1
九
O
年
九
月
札
幌
農
学
校
助
教
を
兼
務
し
、
昆
虫
学
を
担
当
、
一
八
九
二
年
五
月
1
九
五
年
十
二
月
札

輯
農
学
校
嘱
託
講
師
と
し
て
養
蚕
学
を
担
当
し
た
(
吋
北
大
百
年
史
」
通
説
、
付
表
一
、
二
)
。
松
村
松
年
「
松
村
松
年
自
伝
』
(
一
九

六
O
年
)
に
、
投
藤
昌
介
総
長
が
松
村
の
在
職
二
五
年
を
祝
う
一
言
葉
と
し
て
次
の
一
文
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
三
年
、
初
版

九
三
七
年
)

の
中
で
、

昆
虫
学
は
困
難
な
学
科
で
、
札
腕
農
学
校
当
時
か
ら
そ
の
担
任
教
授
に
閤
っ
て
い
た
の
で
、

し
た
ド
ク
ト
ル
・
カ
ッ
タ
ー
が
、
動
物
学
を
受
け
持
っ
て
い
た
関
係
上
、
日
比
虫
学
も
や
っ
て
も
ら
っ
た
の
だ
が
、
同
氏
が
滞
留
し

て
か
ら
は
第
二
期
の
卒
業
生
の
足
立
元
太
部
君
が
、
養
蚕
学
の
か
た
わ
ら
そ
の
任
に
当
た
っ
た
。
そ
の
後
橋
本
左
五
郎
博
士
が
、

一
番
初
め
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
招
聴

畜
産
学
の
研
究
の
余
暇
、
こ
れ
を
研
究
し
た
の
み
で
、
日
比
虫
の
専
門
家
が
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
松
村
君
が
現
れ
て
、
専
心
研
究

一
方
実
地
上
に
お
い
て
も
害
虫
防
除
な

に
従
事
さ
れ
た
結
果
、
斯
界
に
お
け
る
権
威
と
し
て
、
内
外
に
重
き
を
な
す
に
い
た
り
、



ど
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
は
、
非
常
な
も
の
で
あ
る
。
(
後
略
)

開
拓
使
は
養
蚕
業
を
奨
励
す
る
こ
と
を
決
め
、

八
七
五
(
明
治
八
)
年
に
現
在
の
札
幌
市
桑
菌
地
区
に
桑
苗
四
万
株
を
植
え
て
い

る
。
北
海
道
に
適
し
た
養
蚕
業
の
確
立
は
札
幌
農
学
校
開
校
以
来
の
研
究
課
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
当
初
は
正
規
の
カ
リ
キ
ユ
ラ

ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
養
蚕
学
や
昆
虫
学
は
重
要
科
目
で
あ
っ
た
。

札
幌
農
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
昆
虫
学
が
は
じ
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
一
八
八
六
年
で
、
応
用
昆
虫
学
(
肘

ngos付
E
8
5♀
晶
可
)

の
名
で
、
お
そ
ら
く
ブ
ル
ッ
ク
ス
(
君
主
Eg
司

-
F
g
Zゆ
一
媛
期
間
一
八
七
七
年
一
月
1
八
八
年
十
月
)
に
よ
り
開
講
さ
れ
て
い
る
(
朝
比

奈
英
一
一
一
「
北
大
農
学
部
の
動
物
学
と
北
海
道
」
「
北
大
百
年
史
』
通
説
)
。
一
八
八
七
年
制
定
の
本
科
課
程
表
に
は
四
年
前
期
に
昆
虫
学

が
入
れ
ら
れ
て
お
り
(
「
北
大
百
年
史
』
通
説
、
表
一
一
一
l
一
)
、
須
藤
義
衛
門
、
足
立
元
太
郎
、
橋
本
左
五
郎
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
た
。

橋
本
は
練
乳
の
研
究
で
知
ら
れ
、
本
学
斎
産
学
の
育
て
の
親
と
な
る
が
、
当
時
は
足
立
の
後
を
、
つ
け
て
農
業
害
虫
の
研
究
に
も
熱
心
に

取
り
組
み
、
多
く
の
報
文
を
残
し
て
い
る
(
池
上
淳
之
「
橋
本
左
五
郎
と
激
石
』
改
訂
版
、
二
0
0
0
年
)
。
こ
の
橋
本
の
講
義
を
受

け
た
学
生
の
一
人
に
松
村
松
年
が
い
た
。

盟1 松村松年
(1954年撮影)

(i!'，典:Insecta M，αtsumura即，
Vo1.24， No.1， 1961.) 

(
ニ
)
松
村
松
年
時
代

松
村
松
年
(
一
八
七
二

1
一
九
六
O
年
)
略
歴
。
理
学
博
士
、
農
学
博
士
。

八
年
一
月
札
幌
農
学
校
予
科
二
年
入
学
、
一
八
九
一
年
七
月
間
卒
業
、
一
八
九
五
年
六

月
本
科
農
学
科
卒
業
。
同
年
九
月
札
幌
農
学
校
昆
虫
学
研
究
生
と
な
る
。
研
究
生
は
本

科
卒
業
生
の
う
ち
「
学
力
優
等
才
能
抜
群
」
の
者
か
ら
選
ば
れ
、
学
資
の
支
給
を
受
け

J¥ 
J¥ 
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一
八
九
五
年
橋
本
左
五
郎
が
畜
産
学
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
、
松
村
は
研
究
生
の
身
分
の
ま
ま
農
芸
伝
習
科
の
昆
虫
学
の

講
義
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
。
翌
一
八
九
六
年
七
月
、
札
幌
農
学
校
助
教
授
に
任
官
、
一
九
O
二
年
十
二
月
教
授
と
な
る
。
一
九
三

四
年
四
月
依
頼
退
官
。
一
九
五
O
年
日
本
学
士
院
会
員
。
一
九
五
四
年
文
化
功
労
者
。
一
九
六
O
年
死
去
、
勲
一
等
瑞
宝
章
。
松
村
の

開
設
し
た
研
究
室
は
現
在
に
引
き
継
が
れ
、
農
学
研
究
科
昆
虫
体
系
学
教
室
(
制
度
上
は
環
境
資
源
学
専
攻
生
物
生
態
学
体
系
学
講
座

た。

308 i福文~.ð恥

blltl 

日
出
虫
体
系
学
分
野
)
と
な
っ
て
い
る
。

松
村
が
札
幌
農
学
校
の
助
教
授
と
し
て
昆
虫
学
を
担
当
し
た
当
時
は
参
考
に
す
べ
き
成
舎
が
百
本
に
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、

一
八
九
七
年
に
吋
窓
口
虫
駆
除
全
書
』
を
、

八
九
八
年
に
は
吋
日
本
昆
虫
学
』
を
著
し
、

日
本
の
昆
虫
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
一
躍

注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
門
口
本
昆
虫
学
』
は
当
時
最
新
の
知
見
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
概
要
と
と
も
に
昆
虫
分
類
の

大
織
を
示
し
、
多
数
の
日
本
産
昆
虫
の
学
名
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
分
類
群
や
種
に
和
名
を
与
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の

昆
虫
学
は
本
草
学
か
ら
脱
皮
し
た
と
一
一
一
一
口
わ
れ
(
平
嶋
義
宏
・
森
本
桂
・
多
国
内
修
「
昆
虫
分
類
学
』
川
鶴
書
忠
、
一
九
八
九
年
)
、
増

版
に
増
版
を
重
ね
て
わ
が
鹿
島
虫
学
の
発
展
の
基
礎
と
な
っ
た
(
朝
比
奈
一
九
八
二
)
。
さ
ら
に
吋
宮
本
害
虫
篇
』
(
一
八
九
九
年
)
、

近
昆
虫
学
』
(
一
九
O
五
年
)
、
官
民
虫
分
類
学
」
(
上
一
九
O
七
年
、

下
一
九

五
年
)
、
「
大
日
本
害
虫
全
章
一
日
」
(
前
編

九
一
O
年
、

後
嬬
一
九
一
五
年
、
前
編
増
補

九
二
O
年
)
、
「
応
用
日
比
虫
学
前
編
』
(
一
九
一
七
年
)
、
「
昆
虫
学
概
論
』
(
一
九
二
九
年
)
等
の
応
用

昆
虫
学
や
基
礎
昆
虫
学
分
野
の
著
書
を
次
々
と
出
版
す
る
一
方
、
「
日
本
千
虫
歯
解
」

一
1
四
(
一
九
O
四
1
0
七
年
)
、
「
続
日
本
子

虫
歯
解
』

一
ji--
田
(
一
九
O
九
1
一
二
年
)
、
「
新
日
本
千
虫
図
解
』

一
1
四
(
一
九
二
一
一
ji--
一
一
一
年
)
、
「

E
本
通
俗
昆
虫
歯
説
」

五
(
一
九
二
九
1
一
二
三
年
)
、
吋
日
本
昆
虫
大
関
鑑
』
(
一
九
一
一
一
O
年
)
な
ど
の
図
鑑
類
も
数
多
く
出
版
し
、
昆
虫
学
の
啓
蒙
に
果
た
し

た
役
割
は
計
り
知
れ
な
い
。
「
生
物
界
の
神
秘
』
(
一
九
九
年
)
、
「
人
間
性
概
論
』
(
一
九
二
五
年
)
、
「
進
化
と
思
想
』
(
一
九
二
五
年
)
、

「
科
学
者
が
投
じ
た
る
宗
教
界
へ
の
爆
弾
』
(
一
九
二
六
年
)
、

Zι
十
物
学
上
の
社
会
観
』
(
一
九
二
八
年
)
な
ど
昆
虫
学
以
外
の
分
野
で

も
大
い
に
健
筆
を
揮
っ
て
お
り
、
時
代
の
寵
児
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
二
百
数
十
編
の
学
術
論
文
を
発
表
し
、
そ
の
著
書
、
論
文
を
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積
み
上
げ
る
と
自
身
の
背
丈
を
遥
か
に
越
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
(
渡
辺
千
尚
・
一
衛
島
正
三
「
松
村
松
年
博
士
昆
虫
学
文
献
百
録
(
承

前
)
」
吋
松
虫
』

一
九
四
九
年
)

0

310 

窓
口
虫
種
を
正
し
く
再
定
し
、
そ
の
生
活
史
を
解
明
し
な
け
れ
ば
、
有
効
な
防
除
法
は
確
立
し
な
い
。

一
八
九
九
1
一
九
O
二
年
の
一
一
一

編文

年
間
ド
イ
ツ
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
留
学
し
、
ウ
ン
カ
類
の
分
類
学
的
研
究
に
没
頭
し
た
松
村
は
、
そ
れ
以
降
農
業
害
虫
穂
を
多
く
含
む
ウ

ン
カ
類
や
蝶
蛾
類
を
中
心
に
さ
ま
、
ざ
ま
な
昆
虫
群
の
分
類
学
的
研
究
に
逼
進
す
る
。
日
比
虫
類
は
既
知
穂
約
一

O
O
万
種
、
熱
帝
か
ら
索
、

帯
、
海
岸
か
ら
高
山
、
地
中
か
ら
樹
一
品
、
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
環
境
に
生
息
す
る
一
大
動
物
群
で
あ
り
、
農
林
業
、
衛
生
に
関
わ
る
容

益
虫
も
多
く
、
草
創
期
の
必
然
と
し
て
松
村
の
研
究
対
象
は
全
日
比
虫
群
に
及
ん
だ
。
松
村
が
命
名
し
、
現
在
も
そ
の
学
名
が
有
効
名
と

論

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
積
は
、
日
本
産
に
限
つ
で
も
約
一

一
O
O
種
で
あ
り
、
日
比
虫
綱
三
十
数
日
の
中
、
実
に
一
四
日
に
わ
た
っ
て
い

る。
生
物
の
主
な
分
類
階
級
は
上
位
か
ら
、
界
(
か
い
て
門
(
も
ん
)
、
網
(
こ
う
)
、
日
(
も
く
)
、
科
(
か
)
、
属
(
ぞ
く
)
、
種
(
し
ゅ
)

と
呼
ば
れ
る
。
た
と
え
ば
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
所
属
す
る
措
級
名
は
、
動
物
界
、
節
足
動
物
門
、
昆
虫
綱
、
鱗
麹
目
、
シ
ロ
チ
ョ
ウ
科
、

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
属
、

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
と
な
る
。
ち
な
み
に
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
属
に
は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
ほ
か
に
も
ス
ジ
グ
ロ
シ

ロ
チ
ョ
ウ
や
タ
イ
ワ
ン
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
現
代
の
分
類
学
者
が
記
載
分
類
の
対
象
と
す
る
の
は
科
レ
ベ
ル
、
時
に

は
属
レ
ベ
ル
の
特
定
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
て
、
よ
ほ
ど
小
さ
な
日
で
な
け
れ
ば
日
全
体
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

松
村
の
研
究
対
象
範
聞
は
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
広
さ
で
あ
る
が
、
未
記
載
種
が
余
り
に
多
い
日
本
の
昆
虫
相
を
阜
く
解
明
し
な

け
れ
ば
と
の
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
応
用
上
の
観
点
か
ら
特
に
力
を
注
い
だ
の
は
半
麹
自
(
ウ
ン
カ
、
セ
ミ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
カ
メ
ム

シ
な
ど
を
含
む
見
虫
群
)
、
鱗
題
目
(
チ
ョ
ウ
、
ガ
)
、
膜
題
白
(
ハ
チ
、
ア
リ
)
、
双
麹
臼
(
カ
、
ブ
ユ
、
ア
ブ
、
ハ
エ
)
で
あ
っ
た
。

も
と
よ
り
一
個
人
が
膨
大
な
種
数
を
擁
す
る
昆
虫
群
全
般
に
通
暁
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
松
村
の
門
下
か
ら
は
多
く
の

特
定
昆
虫
群
の
専
門
家
が
巣
立
-
っ
て
い
っ
た
。
石
田
昌
人
(
一
八
九
七
年
農
芸
科
卒
、
総
麹
自
)
、
素
木
得

(
一
九
O
六
年
卒
、
産
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盟
百
、
双
遡
自
)
、
岡
本
半
次
郎
(
一
九
O
七
年
卒
、
服
題
目
、
噛
市
民
自
)
、
小
熊
拝

(
一
九
一
一
年
卒
、
騎
蛤
目
)
、
桑
山
覚
(
一
九
一
七
年
農
学
実
科
卒
、
脈
題
目
、

八
年
卒
、
鱗
麹
自
、
長
麹
自
)
、
内
田
登
一

九

毛
麹
日
)
、
色
周
知
(
一
九

二
四
年
卒
、
膜
趨
自
)
、
高
野
秀
三
(
一
九
二
四
年
卒
、
双
題
目
)
、
松
下
真
幸
(
一

九
二
六
年
林
学
科
卒
、
鞘
題
目
)
、
河
野
広
道
(
一
九
二
七
年
卒
、
鞘
趨
自
)
、
三
輪

勇
四
郎
(
一
九
二
七
年
卒
、
鞘
麹
自
)
、
太
田
勇
愛
(
一
九
二
八
年
卒
、
鞘
麹
日
)
、

渡
辺
子
尚
(
一
九
三
一
年
卒
、
膜
趨
白
)
、
加
藤
静
夫
(
一
九
三
二
年
卒
、
双
題
目
)

な
ど
で
あ
る
。
わ
が
国
の
細
胞
遺
伝
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
著
名
な
小
熊
拝
も
、

当
初
は
松
村
の
「
日
本
昆
虫
学
』
に
深
く
感
銘
し
、
松
村
が
上
京
す
る
機
会
を
と
ら

え
で
は
虫
の
話
を
開
き
、
外
国
の
話
を
開
い
て
は
夢
を
膨
ら
ま
せ
、

つ
い
に
は
札
幌

農
学
校
へ
入
学
し
(
小
熊
拝
「
松
村
先
生
と
日
本
昆
虫
学
」
「
松
虫
」

彼
の
下
で
ト
ン
ボ
の
分
類
学
を
専
攻
し
た
。
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ト
ン
ボ
は
小
熊
に
よ
っ
て
一
九
二
二
年
に
命
名
さ
れ
た
種
で
あ
る
。

日
本
の
生
物
相
は
基
本
的
に
は
旧
北
区
要
素
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
の
共
通
種
も
多
い
が
、
日
本
列
島
の
地
史
的
変
遷
を
反
映
し
て
、
日
本
特
産
あ
る

一
九
凶
九
年
)
、

い
は
東
ア
ジ
ア
間
有
の
種
も
少
な
く
な
い
。
フ
キ
パ
ツ
夕
、

マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ
、
ィ

ネ
カ
ラ
パ
ェ
、
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
な
ど
の
著
名
な
農
業
窓
口
虫
も
松
村
や
そ
の
門
下

生
に
よ
っ
て
新
種
記
載
さ
れ
た
種
で
あ
る
。
日
本
の
昆
虫
相
の
解
明
を

く
欧
米
並
に
近
づ
け
る
た
め
に
は
新
種
記
載
を
一
段
と
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

日
で
も
早
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一
九
二
六
年
、
松
村
は
欧
文
誌
な
h
R
S
ミ
む
な
き
S
E
S
を
創
刊
し
、
門
下
生
と
と
も
に
日
本
お
よ
び
近
隣
ア
ジ
ア
の
昆
虫
相
に
関
す

る
論
文
を
次
々
と
発
表
し
た
。
向
誌
創
刊
の
辞
に
昆
虫
学
教
室
所
蔵
の
標
本
数
は
五
O
万
点
を
下
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

北
海
道
の
大
雪
山
に
は
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
四
種
の
燦
、
ウ
ス
パ
キ
チ
ョ
ウ
、
ア
サ
ヒ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
ダ
イ
セ
ツ
タ

カ
ネ
ヒ
カ
ゲ
、
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
が
生
息
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
松
村
に
よ
っ
て
新
種
あ
る
い
は
新
車
種
と
し
て
同
誌
一
巻
二

号
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
雑
誌
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
を
徐
い
て
そ
の
後
も
継
続
し
て
出
版
さ
れ
、
現
在
は
農
学
研
究
科
紀
要
の
昆

312 講話文三ふ

ロ，'"

虫
編
N
3
h
町内
s

h

h

む
な
き
HhhEaa
辺
町
宅
v

崎
市
コ

.2
と
な
っ
て
い
る
。

(
一
一
一
)
松
村
以
降

松
村
時
代
に
卒
業
し
た
桑
山
覚
(
前
出
)
や
堀
松
次
(

は
生
態
学
の
分
野
で
も
活
躍
し
た
。
一
九
三
四
年
に
松
村
の
後
を
継
い
だ
の
は
内
田
登
一

た
中
島
敏
夫
(
…
九
四
五
年
卒
)
は
応
用
昆
虫
学
の
分
野
で
、
坂
上
昭
一
(
一
九
四
八
年
卒
)
や
正
木
進
一
一
一
(

態
学
の
分
野
で
活
躍
し
た
。
し
か
し
、
教
室
に
お
け
る
研
究
は
そ
の
後
も
分
類
学
を
主
体
に
推
移
し
た
。
筆
者
が
進
学
し
て
教
室
へ
入
っ

た
の
は
一
九
六
一
年
に
内
聞
の
後
を
継
い
だ
渡
辺
千
尚
(
前
出
)
の
時
代
で
あ
る
が
、
大
学
院
生
の
ほ
と
ん
ど
は
分
類
学
専
攻
で
あ
っ

た
。
内
田
、
渡
辺
時
代
に
卒
業
し
た
主
な
分
類
学
研
究
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
(
特
記
が
な
い
場
合
は
学
部
の
卒
業
年
が
示
さ
れ
て

九
二
一
年
農
学
実
科
卒
)
は
応
用
見
虫
学
の
分
野
で
、
河
野
広
道
(
前
出
)

で
あ
る
が
、
彼
の
時
代
に
卒
業
し

(
前
出
)

九
五
一
年
卒
)
は
生

い
る
)
。
高
橋
弘
(
一
九
一
一
一
九
年
卒
、
双
麹
呂
)
、
西
島
浩
(
一
九
四
二
年
農
学
実
科
卒
、
双
麹
日
)
、
高
木
貞
夫
(
一
九
五
五
年
卒
、

半
麹
白
、
双
題
目
)
、
久
万
田
敏
夫
(
一
九
五
五
年
卒
、
鱗
麹
目
)
、
上
条
一
昭
(
一
九
五
五
年
林
学
科
卒
、
膜
題
目
)
、
宮
城
一
郎
(
一

九
六
六
年
博
士
課
程
修
了
、
双
題
目
)
、
高
田
肇
(
一
九
六
三
年
卒
、
膜
麹
日
)
、
宮
崎
昌
久
(
一
九
六
四
年
卒
、
半
十
麹
自
)
、
櫛
下
町

鉦
敏
(
一
九
七
O
年
博
士
課
程
修
了
、
模
麹
目
)
、
樋
口
広
道
(
一
九
七
一
年
博
士
課
程
修
了
、
車
十
麹
日
)
、
諏
訪
正
明
(
一
九
六
六
年

卒
、
双
題
目
)
、
滝
沢
春
男
(
九
六
七
年
卒
、
鞘
題
目
)
。
そ
の
後
も
分
類
学
や
生
態
学
、
あ
る
い
は
応
用
面
で
活
躍
す
る
多
く
の
研



究
者
が
卒
業
し
て
い
る
が
、
そ
の
紹
介
は
他
日
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

現
在
も
多
様
性
に
富
ん
だ
生
物
世
界
と
く
に
昆
虫
類
に
知
的
興
味
を
抱
き
、
分
類
学
を
志
す
学
生
は
多
い
。
分
類
体
系
の
構
築
に
は

従
来
は
形
態
形
質
が
お
も
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
分
子
情
報
を
も
取
り
入
れ
た
多
面
的
な
系
統
解
析
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

よ
り
説
得
力
の
あ
る
体
系
が
探
求
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
地
球
生
態
系
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
生
態
学
的
研
究
を
学
位
論
文

の
課
題
と
す
る
学
生
も
増
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
生
物
世
界
の
万
華
鏡
を
理
解
し
た
い
と
の
大
志
を
抱
い
て
お
り
、
今
後
の
麗
開
が
期

待
さ
れ
る
。五

本
学
所
蔵
の
昆
虫
標
本

(
一
)
概
要

本
学
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
昆
虫
標
本
は
す
で
に
二

O
O
万
点
を
超
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
農
学
研
究
科
昆
虫
体
系

学
教
室
に
保
管
さ
れ
て
き
た
が
、
総
合
博
物
館
の
設
置
に
伴
い
一
部
は
同
館
に
移
さ
れ
た
。
今
後
も
総
合
博
物
館
の
整
備
に
合
わ
せ
て

か
な
り
の
部
分
が
移
管
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
本
稿
で
は
触
れ
な
い
が
、
北
方
生
物
岡
田
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
森
林
圏
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
苫
小
牧
研
究
林
(
出
苫
小
牧
演
習
林
)
に
は
生
物
多
様
性
科
学
国
際
協
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
連
し
て
調
査
・
収
集
さ
れ
た
約
一

O

万
点
の
昆
虫
標
本
が
あ
り
、
そ
の
同
定
・
解
析
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
昆
虫
を
研
究
対
象
と
す
る
教
官
が
在
籍
す
る
理
学
研
究
科
な

ど
、
い
く
つ
か
の
部
局
に
も
若
干
の
標
本
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
。

松
村
松
年
が
一
九
三
四
(
昭
和
九
)
年
に
退
官
す
る
ま
で
に
後
進
と
と
も
に
作
り
上
げ
た
昆
虫
標
本
群
は
(
時
に
は
第
二
次
世
界
大

戦
以
前
の
も
の
を
総
称
し
て
)
、
松
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
、
総
数
一
二

O
万
点
と
も
五
O
万
点
と
も
一
言
わ
れ
る
が
正
確
な
数
字
は

313 北海道主大学所蔵の学術標本



把
握
さ
れ
て
い
な
い

(
久
万
田
敏
夫
「
松
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
「
昆
虫
と
自
然
』

一
九
九
七
年
)
。
こ
れ
ら
は
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、

千
島
、
サ
ハ
リ
ン
、
中
関
東
北
部
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
等
東
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
採
集
さ
れ
て
お
り
、
松
村
が
留
学
中
に
採
集
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
北
ア
フ
リ
カ
の
標
本
も
含
ま
れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
設
も
歴
代
教
室
員
に
よ
り
標
本
の
蓄
積
は
続
け
ら
れ
、
近
年
は

イ
ン
ド
、
ネ
パ

i
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
に
お
け
る
海
外
学
術
調
査
で
採
集
さ
れ
た
標
本
が
急
増
し
て

314 編文
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お
り
、
韓
国
、
台
湾
の
標
本
も
新
た
に
収
集
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
開
放
政
策
を
反
映
し
て
千
島
や
サ
ハ
リ
ン
で
の
学

術
講
査
が
実
施
さ
れ
、
標
本
は
現
在
も
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
こ
の
冊
、
高
橋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
(
ア
ブ
ラ
ム
シ
標
本
)
や
中
根

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
(
鞘
題
目
標
本
)
な
ど
の
個
人
が
一
生
を
か
け
て
収
集
研
究
し
た
貴
重
な
標
本
群
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

既
述
の
ご
と
く
、
本
学
関
連
の
研
究
者
が
対
象
と
し
た
分
類
群
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
本
学
の
昆
虫
標
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
極
め
て
内
容
量
か
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
教
育
面
に
お
い
て
も
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
ま
た
、
彼
ら
が
研
究
中
に
交
換
等
に
よ
っ

て
収
集
し
た
国
内
外
各
地
の
標
本
は
貴
重
な
参
熊
標
本
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
見
虫
学
の
梨
明
期
を
支
え
、
そ
の
後
も
斯
学
の
発
展

を
牽
引
し
続
け
た
先
人
達
の
研
究
基
盤
と
な
っ
た
標
本
群
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
多
く
の
新
種
や
新
属
が
発
表
さ
れ
た
。
新
種
記

載
に
用
い
ら
れ
た
タ
イ
プ
標
本
は
一
万
点
以
上
、
そ
の
内
ホ
ロ
タ
イ
プ
な
ど
の
担
名
標
本
は
四
0
0
0
1
五
0
0
0
点
と
見
積
も
ら
れ

る
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
、
正
確
な
数
値
は
今
後
に
待
つ
他
は
な
い
。
ホ
ロ
タ
イ
プ
と
は
命
名
さ
れ
た
種
の

学
名
を
担
う
一
環
本
で
あ
り
、
新
種
記
載
が
一
標
本
に
基
づ
い
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
標
本
が
自
動
的
に
ホ
ロ
タ
イ
プ
と
な
る
が
、
複

数
標
本
の
場
合
に
は
指
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
記
載
さ
れ
た
種
が
複
数
種
の
混
同
と
判
明
し
た
場
合
、
ホ
ロ
タ
イ
プ
が
表
す
種
に
当

初
の
学
名
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
混
乱
が
回
避
さ
れ
る
。
タ
イ
プ
標
本
は
新
種
記
載
の
証
拠
で
あ
り
、
学
名
安
定
の
大
役
を
担
っ
て
い

る
。
本
学
の
見
虫
標
本
は
単
に
多
積
膨
大
な
ば
か
り
で
は
な
く
、
タ
イ
プ
標
本
が
極
め
て
多
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
ア
ジ

ア
は
も
と
よ
り
、
役
界
的
に
も
屈
指
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
整
理
状
況
や
利
活
用
に
お
け
る
迅
速
対
応
と
い
う
点
で

は
欧
米
に
比
し
て
大
き
く
後
れ
を
と
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
入
手
、
時
間
、
経
費
に
お
け
る
状
況
の
好
転
を
期
待
し
て
、



少
し
ず
つ
改
善
を
関
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

(
ニ
)
特
徴
的
な
襟
本

(
1
)
松
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

戦
前
に
収
集
さ
れ
た
標
本
群
で
、
松
村
自
身
が
採
集
し
た
標
本
の
他
に
、
彼
の
指
導
を
受
け
た
研
究
者

の
採
集
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。
素
木
得
一
の
バ
ッ
タ
類
、
小
熊
拝
の
ト
ン
ボ
類
、
内
田
登
一
の
ヒ
メ
パ
チ
類
、
高
野
秀
三
の
ヤ
ド
リ
パ

い
ず
れ
も
当
該
昆
虫
群
の
研
究

エ
類
、
河
野
広
道
の
甲
虫
類
、
松
下
真
幸
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
、
渡
辺
千
尚
の
コ
マ
ユ
パ
チ
類
な
ど
、

に
は
必
見
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
松
村
が
主
と
し
て
研
究
し
た
昆
虫
群
の
う
ち
鱗
題
目
で
は
、
標
本
数
約
三
万
五
0
0
0
点
、
六

五
科
約
五
二

O
O
種
(
斑
種
、
型
を
含
む
)
が
数
え
ら
れ
、
約
一
一
一
一
O
O
点
の
タ
イ
プ
標
本
が
含
ま
れ
る

(
久
万
田
一
九
九
七
)
。
過

去
の
研
究
、
と
く
に
草
創
期
の
そ
れ
は
現
在
の
学
問
レ
ベ
ル
・
視
点
で
再
確
認
・
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
利
用
頻
度
が
高
い
。

松村コレクション
ヒト 1):ガ科の一部

閤8

(
2
)
高
橋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

高
橋
良
一

産
ア
ブ
ラ
ム
シ
標
本
で
、
約
二
七
O
種
、
二

0
0
0
枚
の
ス
ラ
イ
ド
標
本
か
ら
成
る
。
高

(
一
八
九
八
1
一
九
六
三
年
)

の
遺
し
た
日
本

橋
は
戦
前
は
台
湾
総
督
府
農
事
試
験
場
や
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
l
ル
博
物
館
に
勤
務
、
戦
後
は

資
源
科
学
研
究
所
お
よ
び
横
浜
植
物
防
疫
所
の
嘱
託
、
晩
年
は
浪
速
大
学
(
現
大
阪
府
立

大
学
)
農
業
短
期
大
学
部
教
授
を
務
め
、
こ
の
間
一
貫
し
て
農
林
害
虫
と
し
て
重
要
な
ア

ブ
ラ
ム
シ
類
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
応
用
的
・
分
類
学
的
研
究
に
従
事
し
、
多
く
の
論
文

を
発
表
し
て
い
る
。
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
受
け
入
れ
後
、
本
学
で
は
数
名
の
ア
ブ
ラ
ム
シ

研
究
者
が
育
っ
て
い
る
。

(
3
)
中
根
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

中
根
猛
彦
(
一
九
二

0
1
九
九
年
)

の
遺
し
た
日
本
お
よ
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中核コレクション
コガネムシ科の…部

図9図10 ウンナンシボ1)アゲハ
四JII車種のタイプ標本(パラタイプ)

び
近
隣
ア
ジ
ア
産
鞘
題
目
標
本
で
、
総
数
二

O
万
点
と
見
積
一
も
ら
れ
、
約
一

0
0
0
点
の

ホ
ロ
タ
イ
プ
標
本
を
含
む
。
中
根
は
東
京
大
学
理
学
部
を
卒
業
後
、
名
古
屋
大
学
、
西
京

316 

大
学
(
現
京
都
府
立
大
学
)
、
国
立
科
学
博
物
舘
、
鹿
児
島
大
学
、
宮
崎
産
業
経
営
大
学

編文

と
職
場
を
変
え
て
い
る
が
、

一
貫
し
て
甲
虫
類
の
分
類
学
的
研
究
を
続
け
、
多
く
の
論
文

~ふ

引田

や
図
鑑
類
を
執
筆
し
た
。
鞘
題
目
全
殻
に
通
暁
す
る
世
界
的
に
も
希
有
な
分
類
学
者
の
一

人
で
あ
っ
た
。
甲
虫
類
は
既
知
昆
虫
類
の
約
四

O
%
を
点
め
て
お
り
、
農
林
業
上
の
窓
口
虫

積
も
多
く
、
研
究
対
象
と
し
て
極
め
て
重
要
な
昆
虫
群
で
あ
る
。
本
学
の
鞘
趨
百
コ
レ
ク

シ
ヨ
ン
は
こ
の
中
根
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
得
て
格
段
に
充
実
し
、
国
内
外
の
研
究
者
か
ら
極

め
て
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

(4) 

一
九
八
一
年
五
月
に
中
国
凹
川
省
の
ミ
ニ
ヤ
コ
ン
ガ

ウ
ン
ナ
ン
シ
ボ
リ
ア
ゲ
ハ

蜂
で
北
海
道
山
岳
連
盟
の
八
人
が
遭
難
す
る
事
故
が
あ
っ
た
。
こ
の
登
山
隊
に
教
室
出
身

者
一
名
が
加
わ
っ
て
い
た
。
彼
は
遭
難
死
し
た
隊
員
の
一
人
と
共
に
、
研
究
資
料
に
な
れ

ば
と
の
思
い
か
ら
往
路
に
昆
虫
採
集
を
行
っ
た
。
難
を
逃
れ
た
彼
は
、
こ
の
時
に
採
集
し

た
蝶
を
帰
国
後
教
室
に
持
ち
込
ん
だ
。
蝶
は
一
四
個
体
あ
っ
た
。
こ
の
蝶
は
中
国
雲
南
で

採
集
さ
れ
た
雌
の
一
個
体
の
み
に
基
づ
い
て
一
九
三
九
年
に
記
載
さ
れ
た
ウ
ン
ナ
ン
シ
ボ

リ
ア
ゲ
ハ
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
蝶
の
採
集
記
録
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
雌
雄
が
揃
つ

て
い
た
。
標
本
は
宮
本
と
中
国
の
専
門
家
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
、
一
九
八
二
年
に
新
更
種

で
あ
る
と
発
表
さ
れ
た
。
教
室
に
は
凶
個
体
が
残
さ
れ
、
他
は
中
国
科
学
院
や
国
内
研
究

機
関
に
寄
託
さ
れ
た
。



ウスパキチョウ
ホロタイプ標本

関11ハナダカトンボ
タイプ標本(レクトタイプ)

図12

(
5
)
天
然
記
念
物

七
種
い
る
が
、
こ
の

国
の
天
然
記
念
物
で
、
積
指
定
の
見
虫
は

う
ち
ウ
ス
パ
キ
チ
ョ
ウ
、
ダ
イ
セ
ツ
タ
カ
ネ
ヒ
カ
ゲ
、

ア
サ
ヒ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、

カ
ラ
フ
ト

ル
リ
シ
ジ
ミ
、
シ
マ
ア
カ
ネ
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ア
メ
ン
ボ
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ク
マ
バ
チ
の
七
韓

は
松
村
に
よ
っ
て
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ト
ン
ボ
は
小
熊
に
よ
っ
て
命
名
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
ハ
ナ
ダ
カ
ト
ン
ボ
は
松
村
と
小
熊
の
連
名
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
そ
の
タ

イ
プ
探
本
は
松
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
シ
マ
ア
カ
ネ
は
当

初
小
熊
に
よ
り
新
種
記
載
の
論
文
が
投
稿
さ
れ
た
が
、
諸
事
情
か
ら
掲
載
雑
誌
の
出
版
が

予
定
よ
り
も
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
間
に
松
村
は
小
熊
を
命
名
者
と
し
て
本
積

を
図
鑑
で
解
説
し
た
が
、
命
名
規
約
上
、
松
村
が
命
名
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た

-'--
/、

昆
虫
学
へ
の
期
待

科
学
技
術
の
発
達
が
即
人
類
の
未
来
に
つ
な
が
る
と
素
朴
に
信
じ
た
時
代
は
と
う
に
過

ぎ
去
り
、
人
間
檎
理
の
確
立
が
な
け
れ
ば
む
し
ろ
危
険
極
ま
り
な
い
こ
と
に
人
類
自
身
が

気
づ
い
て
い
る
。
人
と
人
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
環
境
と
の
関
係
に
お
い
て
も
然
り
で

あ
る
。
酸
性
雨
に
弱
い
樹
種
が
森
や
林
を
作
っ
て
い
な
け
れ
ば
私
た
ち
の
生
存
も
お
ぼ
つ

か
な
い
の
で
あ
る
。
地
球
上
で
生
存
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
類
は
、
地
球
の
実
体
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を
知
り
、
そ
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
生
物
多
様
性
に
関
す
る
研
究
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
こ
の
地
球
上
に
は
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
の
生
命
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
の
秘
境
に
満
ち
た
地
球
は
、

い
ま
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
洗
わ
れ
、
人
類
は
す
べ
て
を
熟
知
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
幻
想

で
し
か
な
い
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
昆
虫
は
一

O
O
万
種
ほ
ど
だ
が
、
熱
帯
雨
林
の
林
冠
部
に
は
膨
大
な
未
記
載
種
が
存
在
す
る
。
あ

る
研
究
者
の
推
定
で
は
熱
帯
雨
林
だ
け
で
一
二
0
0
0
万
種
の
節
足
動
物
が
い
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
だ
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
昆
虫
で
あ
る
。

多
く
の
虫
は
一
般
に
は
た
だ
嫌
わ
れ
る
対
象
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、

い
な
く
て
は
人
間
が
因
る
虫
は
多
い
が
、
人
間
が
い
な
く
て

国
る
虫
は
少
な
い
。
地
球
上
に
は
花
を
咲
か
せ
る
植
物
は
二

O
万
種
以
上
あ
る
が
、
花
粉
の
媒
介
を
動
物
に
依
存
す
る
も
の
が
多
い
。

媒
介
動
物
の
ほ
と
ん
ど
は
昆
虫
で
あ
り
、
地
球
の
縁
は
虫
た
ち
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
見
虫
を
知
る
こ
と
、
こ
れ
を
現

代
的
課
題
と
受
け
止
め
、
日
比
虫
体
系
学
教
室
は
今
後
も
研
究
を
推
進
し
て
い
く
。
こ
れ
に
伴
い
見
虫
標
本
は
益
々
増
加
し
、

コ
レ
ク
シ

ヨ
ン
の
存
在
価
値
も
さ
ら
に
高
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
農
学
研
究
科
教
授
)
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